
 

令和６年度 第３回 初生小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  令和６年１１月７日（木）９時５６分から１１時４０分まで 

２ 開 催 場 所  初生小学校 調べ学習室 

３ 出 席 委 員  上乘 菜穂子、金原 正人、猿田 金昭、山本 福次郎、関 美奈子、 

柴田 宏祐、山崎 晋司、辻村 拓磨、猪野 久美子 

４ 欠 席 委 員  なし 

５ 学   校  村松 健史（校長）、磯部 志保（教頭）、岩佐 好純（主幹）、 

田中 由紀子（ＣＳディレクター） 

６ 傍 聴 者  なし 

７ 教育委員会  牧野 知子（教育総務課） 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 田中 由紀子 

９ 前回議事録確認 

10 議長の選出 

前回の協議会において、議長の選出について委員に意見を求めたところ、上乘会長から

山崎委員を推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。 

11 熟議   

⑴学校評価アンケート項目の検討 

⑵今後のボランティア募集について 

12 会 議 記 録 

  司会の岩佐から、委員総数９人のうち９人全員の出席があり、過半数に達しているため、

会議が成立する旨の報告があった。 

   

⑴ 学校評価アンケート項目の検討 

議長の指示により、委員から以下の発言があった。 

・アンケート項目は、低学年から高学年まで全員一緒なのか。（上乘会長） 

・アンケート結果の教職員の「よくできている」がほとんどない。教員の要求事項を児

童が認識できていないため、児童の結果と差があるよう感じるが、先生方の意見を聞

きたい。（山本委員） 

→児童は自己評価で、教職員は学校全体として見ているので、差が出てしまっている。

その差を埋めるため、教員は児童へ具体的な話をし、具体的な目標を示す。できるで

きないの基準の声かけをしていくようにしている。（岩佐主幹） 

・教員の一番気になる項目はどれか。（金原副会長） 

・結果に対して、改善されていくことが大事だと思う。（金原副会長） 

・項目１４の結果が重要なのではないか。（金原副会長） 

・項目１４と１１の教員の「あまりできていない」が多いのが気になる。（上乘会長） 

・いじめアンケートは、学校評価アンケートとは別にとっているのか。（金原副会長） 

・不登校の子供たちのアンケートは別にとっているのか。（金原副会長） 

・最近のニュースにもあったが、不登校の子供が多い。自分の子供の頃は、学校へ行か

なくてはいけない、嫌がれば親が無理矢理にでも連れて行ったが、今は行きたくなけ

れば行かなくてもいいという指導。その指導はどうなのかなと疑問に思う。（山本委員） 



 
 

・親に寄り添うのが学校ではないか。（金原委員） 

・家庭だけで対処できない家もあるので、不登校の子供たちを集めて、新たに教室を

開き、通ってもらうのはどうか。学校へ通うということが大事。（山本委員） 

・今は、本人も親も理由が分からず不登校になっている子が多くいる。学校は対応が

大変だと思う。（上乘会長） 

・学校運営協議会でできる事はないか。悩んでいる親を助けるために何かできること

はないか。（金原副会長） 

・項目１２で、保護者アンケートに基本方針に沿ったとあるが、基本方針を知らない

保護者が多いので、どこに載っているか記載してくれるとよい。（辻村委員） 

・子供たちは、目標が見えていた方が良いので、毎日とは言わないが、月一回でも見

せてあげたらどうか。（山崎委員） 

・児童の回答 C、D について、理由を書いてもらうとよいのでは。（上乘会長） 

・具体的な目標を立てる。そのために進むよう教師の声かけが大事。（上乘会長） 

 

⑵ 今後のボランティア募集について 

議長の指示により、山崎委員と猪野委員より先日のコーディネーター研修会の報告が

あり、岩佐主幹と田中ディレクターから、別紙資料に基づき現状説明をした。委員から

以下の発言があった。 

 ・ボランティアさんへは、学校がどのような意図で支援をしてほしいかと伝えること

が大事。子供たちがどのような力をつけてもらいたいか理解してもらう。（山崎委員） 

・学校からの支援依頼の際に、必要なボランティアの人数を教えてもらいたい。（上乘

会長） 

 ・来年度のボランティア募集の方法は、保護者は学校を通して紙媒体で募集でよいと

思う。その際に、年間の募集一覧を載せるとよいのではないか。地域へ広げるのはど

うするか。（山崎委員） 

 ・ボランティア募集を認知してもらうために、CSだよりや、HPに載せるのはどうか。

（上乘会長） 

 ・地域のボランティア集めに苦労している学校があった。（山崎委員） 

 ・学校支援の趣旨をひとこと載せて募集をすればよいでのでは。（上乘会長） 

 ・登録者への連絡手段はどうするのか。（猪野委員） 

 ・メールアドレスは欲しい。はつおい応援団のアカウントを作り、グーグルフォーム

を使ってやり取りできるようにしたい。（山崎委員） 

 ・気軽にボランティア登録できる環境を整えるのが良いと思う。（上乘会長） 

 ・学校の意向に合うことが大事。（柴田委員） 

 

協議の結果、全員異議なくこれらすべてを承認した。 

 

13 その他連絡事項等 

 ・司会から、次回会議は、令和７年２月６日（木）午前１０時００分から調べ学習室で開

催することが確認された。 

・司会から、次回の議長の選出について委員に意見を求めたところ、上乘会長から辻村委

員を推挙する旨の発言があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 


